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21 世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会 

 

＝分科会アンケートより＝ 

どの分科会も熱気にあふれていて、真剣さがつたわってきます。 

 同業種共通のテーマを通して深く話し合いが出来てよかったです。（兵庫県 三木さん） 

 医師や家族からも意見を聞くことが出来、すごく参考になりました。（東京都 八幡さん） 

 いろいろな施設の話を聴いて「大体みんな同じことをしているんやな～」と思いました。（大阪府 柏本さん）

 大変密度の高い報告でかねてから「やりたい・やりたい」と思いながら、うまく進まず悩んでいたことが実践

されうらやましく且つ勇気を頂きました。（長崎県 柴田さん） 

 ターミナルの話を聴き深く感動しました。懸命に取り組んでいた思いが伝わりました。（愛知県 熊崎さん） 

 なんだか、とっても“あったかい”気持ちになりました。また明日からがんばれます。（岐阜県 安江さん） 

 参考になった所、しっかり自分の施設で活かしたいと思います。（静岡県 安池さん） 

 他施設での実践を自分の施設でもぜひ行っていきたいと思いました。（富山県 ぶんぶんさん） 

 
  各分科会の様子（全部紹介しきれません 汗 (-_-;) 

御協力大変ありがとうございました  広報より 

＊＊＊北海道から長崎県まで全国４１６名の仲間が持ち寄った実践レポート数１０７＊＊＊ 

日々の悩み、明日への希望を語り尽くして・・・・・ 見てくださいこの顔・この表情。 
 

(1－Ⅴ分科会) 

医療体制は？告知は？家族の

役割は？職員の気持ちは？ 

他の利用者へのケアは？ 

(１０分科会) 

職員の心と体の健康を支え

るには（事務職員が果たす役割）

 

(12 分科会) 

ボランティアに支えられて

いる事が私たちのホームの

一番の特長です 

（3 分科会） 
医療・健康管理と
介護と重要課題に
ﾄﾞｸﾀｰ・家族も真
剣・真剣・真剣 

(１分科会２分散会②) 
施設の中でも当たり前の暮ら

しを求めて・・・ 

入浴３回・ピザの配達 ｅｔ

 

真剣？な爪先!? 

ふむふむ！？ 

(11 分科会１) 
特養の存在意義ともいえる

難題の実例を熱心に検討！ 

他 の 施 設 の 現 状 に 興 味

津々!?熱心な質問も飛び出

して

話した！聴いた！考えた！ 

(2 分科会) 
参加しながらビデオで 
取材 
大忙しです!(^_^;)  

書
い
た
の
は
私
で
す
！

こ ん な 感 じ

で・・・ 
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